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１．はじめに
わが国における今日の社会状況は、科学技術や情報網の発展に伴い、グ
ローバル化、情報化が進展するとともに少子高齢化、高学歴化等の影響によ
り社会構造が大きく変動し、その変化のスピードも増している。また、これ
からの社会は、政治・経済・文化など、あらゆる分野において高いレベルで
の知識や技能が求められる、いわゆる「知識基盤社会」が到来していると言
われており、一人一人の人材の質が問われる社会へと変化している。そのよ
うな質の高い人材を育成するためには当然ながら質の高い教育が求められ、
特に学校教育における果たすべき役割は極めて大きいものとなっている。
したがって、学校教育においては、一人一人の子どもたちがさまざまな課
題を主体的に捉え、自ら考え、学び、適切に判断し、行動し、結果に責任を
持つことができる自立した個人として、心豊かに、たくましく生き抜くため
の基礎を培う教育が重要であり、その教育活動の担い手である教員の資質能
力が問われることになる。
平成９年の教育職員養成審議会の第一次答申においては、教師の資質能力
について、いつの時代にも求められる資質能力と、変化の激しい時代にあっ
て、子どもたちに「生きる力」を育む観点から、今後特に求められる資質能
力等について示された。また、平成１７年１０月の本審議会の答申「新しい時代
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の義務教育を創造する」においては、優れた教師の条件として、「教職に対
する強い情熱」、「教育の専門家としての確かな力量」、「総合的な人間力」が
示され、これからの社会の進展や、国民の学校教育に対する期待等から、こ
れらの資質能力を身につけるために、教職として常に研究と修養に努め、専
門性の向上を図ることが求められている。
このような状況を踏まえ、この論文では、平成２６年９月から県立高等学校
９４校、県立特別支援学校２０校に対し、教員として教育活動上必要な資質能力
である実践的な指導力を身に付けているのか、資質能力を高めるためにどの
ような研修が必要かなど、アンケートによる調査を依頼し、平成２７年１月ま
でに県立高等学校８７校、県立特別支援学校１８校から回答を得た。これらアン
ケート結果の分析、考察を通じて、教育活動上における教員の実践的指導力
の状況、資質能力を高めるための方策等を、明らかにしたい。
２．研究の概要
（１） 研究の趣旨及び方法
学校現場において教員として求められる資質能力については、教師として
の使命感、人間の成長・発達についての深い理解、子どもへの教育的愛情、
専門的知識、広く豊かな教養を基盤とした実践的指導力であり、その中心は
教科指導、生徒指導、進路指導である。これらは保護者や地域が教員に求め
る資質能力についても同様である。つまり、学校現場における教育活動にお
いては、教員一人一人の具体的な教科指導力、生徒指導力、進路指導力等の
能力が問われていることになる。ここでは、管理職が教員に対して教育活動
上求めている資質能力について、教科指導、生徒指導、進路指導に関する指
導力を中心としたアンケートの回答結果について分析とともに考察を行い、
実践的指導力の状況及び指導力を高めるための方策等を明らかにすることを
論文のテーマとした。
そしてこのテーマをとおして、今日の高等学校、特別支援学校における教
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員の資質能力である実践的指導力の状況及び資質能力を高めるための手立て
についてまとめることで、本県県立高等学校、県立特別支援学校における教
員の資質能力向上に資するものとしたい。
（２） 研究の内容
アンケート実施については、各学校の校長に直接依頼し、管理職（校長ま
たは教頭）を対象に、「学校経営上に関するアンケート」として、「学校概
要」４項目、「学校運営について」１０項目、「教職員の資質能力について」１０
項目の質問を行った。そのうち「教職員の資質能力について」学校種別、学
科別に集計し、項目ごとに割合を示し、それぞれを比較できるよう表にまと
めた。また、項目それぞれについて分析を行うとともに筆者がこれまで教員
生活で学んだことや体験したことを活かし考察を行った。さらに、教員の資
質能力を高めるためには何が必要であるかについて、管理職としての考えを
まとめた。
アンケート結果については、福岡県立の普通科系高等学校及び実業系高等
学校、特別支援学校に分類し、それぞれを比較することとした。普通科系高
等学校としては、普通科及び普通科に英語科または理数科を設置している学
校とし、実業系高等学校は、工業、商業、農業などの職業に関する専門学科
を有する専門高校及び普通科に職業学科を加えた高等学校、総合学科を有す
る高等学校とした。また、特別支援学校では幼稚部・小学部・中学部・高等
部・専攻科を有するすべての学校を対象とした。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －１９－
〈問１〉 教員の教科指導力に満足していますか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①十分に満足 ２ ３．７％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ２ １．９％
②概ね満足 １４ ２５．９％ ５ １５．１％ ８ ４４．４％ ２７ ２５．７％
③やや不満 ３８ ６９．１％ ２５ ７８．１％ ８ ４４．４％ ７１ ６７．６％
④かなり不満 １ １．９％ ２ ６．１％ ２ １１．１％ ５ ４．８％
〈問２〉 教員の生徒指導力に満足していますか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①十分に満足 ２ ３．７％ ０ ０．０％ ２ １１．１％ ４ ３．８％
②概ね満足 ２４ ４３．６％ １０ ３１．３％ ７ ３８．９％ ４１ ３９．０％
③やや不満 ２８ ５１．９％ ２１ ６３．６％ ８ ４４．４％ ５７ ５４．３％
④かなり不満 １ １．９％ １ ３．０％ １ ５．６％ ３ ２．９％
〈問３〉 教員の進路指導力に満足していますか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①十分に満足 １ １．９％ ２ ６．１％ ２ １１．１％ ５ ４．８％
②概ね満足 ２６ ４８．１％ １０ ３０．０％ １１ ６１．１％ ４７ ４４．８％
③やや不満 ２８ ５０．９％ １９ ５９．４％ ５ ２７．８％ ５２ ４９．５％
④かなり不満 ０ ０．０％ １ ３．０％ ０ ０．０％ １ ０．９％
３．管理職に対する教員の資質能力に関するアンケートの結果及
び分析、考察について
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１）教科指導力、生徒指導力、進路指導力に満足しているかについて
満足度
教科指導
生徒指導
進路指導
0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％
〈分析〉
教科指導力、生徒指導力、進路
指導力の満足度を全体で比較する
と、進路指導力が「十分に満足」
及び「概ね満足」の割合がもっと
も高く、特に特別支援学校では約
７２％が「十分に満足」または「概
ね満足」と回答している。
一方、満足度がもっとも低かったのは教科指導力であった。
特に実業系高等学校では、教科指導力に「十分満足」または「概ね満
足」と回答した割合は約１５％で、普通科系及び特別支援学校と比較して満
足度の割合が低いこと。
また、生徒指導及び進路指導を含むすべての指導力において、「やや不
満」「不満」の割合が高くなっているのが特徴である。
〈考察〉
管理職が教育活動上において教員の指導力を把握する場合、日頃の授業
や研究授業等を通じて教科指導力の評価を行い、特別活動における儀式や
体育祭や文化祭、遠足、集会等での生徒に対する指導状況などを通じて生
徒指導力を評価しているケースが多いと思われる。一方、進路指導力は学
年や担当クラスの進路実績等によって評価されているケースが多く、一年
間単位での差異があまり見られないために、他の指導力と比較して「不満
度」が高くないものと思われる。一方、日頃から管理職が観察する機会が
多い教科指導では、要求の頻度も増えることで評価が厳しくなることは致
し方ないのではと思われる。
また、実業系高等学校では、教科指導力に対する「満足度」の低さとと
もに、他の指導力についても「不満」の割合が高くなっていることから、
管理職からすると教員の実践的指導における総合力に物足りなさを感じて
いるのではないと推察している。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －２１－
〈問４〉 教員の資質能力は全体として備わっていると思いますか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①概ね備っている ２１ ３８．９％ ４ １２．１％ ４ ２２．２％ ２９ ２７．６％
②一部教員は不足 ３３ ６０．０％ ２６ ８１．３％ １３ ７２．２％ ７２ ６８．６％
③全体的に不足 １ １．９％ ２ ６．１％ １ ５．６％ ４ ３．８％
２）教員の資質能力が全体として備わっているかについて
概ね備っている
普通科系
実業系
特別支援
0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％
〈分析〉
教員としての資質能力が「概
ね備わっている」と回答した割
合が比較的高いのは普通科系高
等学校の管理職である。
前述の指導力の満足度と比較
すると、特別支援学校では教科、
生徒、進路のそれぞれの指導力
において、普通科系及び実業系高等学校と比較すると満足度の割合が高く
なっているが、資質能力が全体として備わっているかについては、「一部
教員は不足」または「全体的に不足」していると回答した割合が高くなっ
ているのが特徴である。また、実業系高等学校では、教科、生徒、進路の
それぞれの指導力とともに全体的な資質能力についても「一部教員は不
足」または「全体的に不足」していると回答した割合が高くなっている。
〈考察〉
教員の実践的指導力である教科指導力、生徒指導力、進路指導力は、教
育者としての使命感、児童生徒への教育的愛情、教科等に関する専門的知
識、広く豊かな教養などを基盤とした資質能力のことを指す。ただ、教員
に求められる資質能力は、地球、国家、人間等に関する適切な理解や変化
の時代を生き抜く力、個性豊かな人間性など、広範囲にわたり一口で教員
の資質能力を表現することは困難である。したがって、質問そのものが
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〈問５〉 教員の資質能力を高めるためにどの校内研修にもっとも力を入れていますか
※無回答１
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１７）
全 体
（１０４）
①教科指導研修 ４１ ７４．５％ ２３ ７１．９％ １５ ８８．２％ ７９ ７６．０％
②生徒指導研修 ８ １４．８％ ８ ２４．２％ ０ ０．０％ １６ １５．４％
③進路指導研修 ２ ３．７％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ２ １．９％
④人権教育研修 １ １．９％ １ ３．０％ ０ ０．０％ ２ １．９％
⑤その他 ３ ３．８％ ０ ０．０％ ２ １１．８％ ５ ４．８％
＊その他⇒道徳教育研修など
〈問６〉 教員の資質能力を高める校内研修は一年間に何回程度実施していますか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５３）
実 業 系
（３１）
特別支援
（１８）
全 体
（１０２）
①教科指導関係 １２０ ２．３回 ５７ １．８回 １０１ ５．６回 ２７８ ２．７回
②生徒指導関係 ９５ １．８回 ６３ ２．０回 ４１ ２．３回 １９９ ２．０回
③進路指導関係 ８４ １．６回 ２７ ０．９回 ３６ ２．０回 １４７ １．４回
④人権教育関係 ９０ １．７回 ４６ １．５回 ３７ ２．１回 １７３ １．７回
⑤その他 ３８ ０．７回 ２９ ０．９回 ５５ ２．６回 １２２ １．２回
＊その他⇒特別支援関係㉗、保健・安全㉕、服務規律⑰、ICT⑬、危機管理⑥、
講師研修⑤、その他㉙
「資質能力」としているため、漠然としており不適切だったと反省してい
るが、回答からは、例えば、高度な知識や教養を身に付けるなど資質能力
を十分に備えているにもかかわらず日々の努力を怠り、物事を真摯に取り
組まないことによって、実践的指導力が十分に備わっていない教員の存在
または資質能力としては十分とは思えないが、努力によって実践的指導力
を身につけているケースなど、「実践的指導力の満足度」に対する回答と
「資質能力が備わっているか」に対する評価を関連付けながら、資質能力
が備わっているかどうかを判断していただいたのではないかと考えている。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －２３－
３）教員の資質能力向上のためにもっとも力を入れている校内研修について
〈分析〉
力を入れている研修
教科指導
生徒指導
進路指導
人権教育
その他
0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％
教科指導研修が他の研修と比
較し圧倒的に割合が高く、特に
特別支援学校では回答した１７校
のうち１５校の８８％が授業研修に
もっとも力を入れていると回答
している。普通科系及び実業系
高等学校では、教科指導研修に
次いで生徒指導に関する研修の
割合が高くなっている。
一方で、実業系高等学校では生徒指導に関する研修にもっとも力を入
れている学校が２４．２％で、普通科系高等学校と比較して１０ポイント高いこ
とや特別支援学校では生徒指導に関する研修が０．０％の回答であったこと
が特徴である。
なお、校内研修の内容及び頻度については、特別支援学校の校内研修の
回数が高等学校の概ね２倍である。
〈考察〉
教員一人一人の資質能力を高めるために教育活動上もっとも必要な研修
が、教科指導に関する授業研修であることは、これまで示してきたアン
ケート結果の分析等から明らかである。また、実業系高等学校で生徒指導
に関する研修が普通科高等学校と比較し、高い割合を示しているのは、生
徒指導上の課題を有する学校が実業系に多く存在するためではないかと推
察できる。また、教科指導研修では主に校内の各学年や各教科を中心とし
た教諭による授業を通じて実施されることに対して、生徒指導研修では教
職員全体による問題行動を中心とした専門機関や関係機関による外部の講
師を招いて実施されることが多いものと考えられる。
なお、校内研修の回数が特別支援学校では高等学校の概ね２倍であるの
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〈問７〉 教員にもっとも必要な資質能力は何だとお考えですか
※無回答２
学科（数）
回答項目
普通科系
（５４）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１７）
全 体
（１０３）
①問題解決力 ２４ ４４．４％ １５ ４６．９％ ５ ２９．４％ ４４ ４２．７％
②人間関係調整力 １７ ３１．５％ １０ ３１．３％ ５ ２９．４％ ３２ ３１．１％
③コミュニケ シーョン力 ８ １４．８％ ４ １２．５％ ５ ２９．４％ １７ １６．５％
④自己啓発力 ２ ３．７％ ２ ６．３％ ２ １１．８％ ６ ５．８％
⑤情報処理力 １ １．９％ １ ３．１％ ０ ０．０％ ２ １．９％
⑥その他 ２ ３．７％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ２ １．９％
＊その他⇒使命感・責任感②、子どもへの愛情①、人間力①
は、児童生徒個々の課題への対応とともに人事異動によって中学校または
高等学校から転入してきた教員で、特別支援学校の勤務経験が初めてであ
る場合には、視覚、聴覚、知的障がい等のそれぞれに応じた指導上の研修
が必要になるためだと考えている。
４）教員にもっとも必要な資質能力は何かについて
もっとも必要な資質能力
問題解決力
人間関係調整力
コミュニケーション力
自己啓発力
情報処理力
その他
0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％
〈分析〉
管理職が考えるもっとも必
要な資質能力は「問題解決
力」が全体の４２．７％でもっと
も多く、次いで「人間関係調
整力」の３１．１％、「コミュニ
ケーション力」１６．５％となっ
ており、この３項目で概ね９０
％を占めている。また、普通科高等学校及び実業系高等学校ともに上位３
項目が同様の割合を示していることが特徴である。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －２５－
〈問８〉 教員にもっとも期待する指導力は何ですか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①教科指導力 ３９ ７０．９％ ２１ ６５．６％ １４ ７７．８％ ７４ ７０．５％
②生徒指導力 ６ １０．９％ ９ ２８．１％ ３ １６．７％ １８ １７．１％
③進路指導力 ２ ３．６％ ０ ０．０％ ０ ０．０％ ２ １．９％
④学級経営力 ４ ７．３％ １ ３．１％ １ ５．６％ ６ ５．７％
⑤その他 ４ ７．３％ １ ３．１％ ０ ０．０％ ５ ４．８％
＊その他⇒人間教育力③、バランスが取れた指導①、教育への熱意①
〈問９〉 保護者から教員の指導に対するもっとも多い苦情は何ですか
学科（数）
回答項目
普通科系
（５５）
実 業 系
（３２）
特別支援
（１８）
全 体
（１０５）
①教科指導 ６ １０．９％ １ ３．１％ ３ １６．７％ １０ ９．５％
②生徒指導 ２５ ４５．５％ ２１ ６５．６％ ６ ３３．３％ ５２ ４９．５％
③進路指導 ０ ０．０％ ０ ０．０％ １ ５．６％ １ １．０％
④学級経営 ３ ５．５％ ４ １２．５％ ５ ２７．８％ １２ １１．４％
⑤部活動 ５ ９．１％ １ ３．１％ ０ ０．０％ ６ ５．７％
⑥特にない １２ ２１．８％ ４ １２．５％ ３ １６．７％ １９ １８．１％
⑦その他 ４ ７．３％ １ ３．１％ ０ ０．０％ ５ ４．８％
〈考察〉
ここでの資質能力の質問項目については、実践的指導力と密接な関係が
あると思われる内容であり、日ごろの教育活動において生徒や教職員との
やり取りや業務上必要な資質能力について回答を求めたものである。その
中で、「問題解決力」が最も高い割合を示しているのは、日常的に発生す
るさまざまな課題への対応が求められる近年の学校現場の状況から、その
解決力こそがもっとも必要な要素だと考えていることではないかと推察さ
れ、管理職としての危機管理意識のあらわれでもあると思われる。また、
「人間関係調整力」及び「コミュニケーション力」は「問題解決力」の要
素であると思われるため、必要な資質能力として高い割合を示しているも
のと考えられる。
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教科指導
生徒指導
進路指導
9.5%
49.5%
1.0%
期待する指導力
力を入れている研修
保護者からの苦情
力を入れている研修
管理職が期待する指導力と外部からの苦情との比較
0.0％ 10.0％ 20.0％ 40.0％30.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％50.0％
保護者からの苦情 期待する指導力
76.0%
15.4%
1.9%
70.5%
17.1%
1.9%
５）管理職が期待する指導力と外部からの苦情との比較について
〈分析〉
管理職が期待する指導力では、全体の７０％以上が教科指導力と回答して
いる。これは〈質問１〉で教科指導の満足度における「やや不満」及び
「不満」と回答した割合とほぼ一致している。また、校内研修でもっとも
力を入れている教科指導に対して、保護者からの苦情では生徒指導に関す
る内容がもっとも多く、次いで「特に無い」と１８％程度の学校が回答して
いる。ただし、特別支援学校に対する保護者の苦情では、生徒指導に次い
で学級経営に対する苦情が多くなっていることが特徴である。なお、グラ
フに表示しているのは、実践的指導力と比較する意味で教科指導力、生徒
指導力、進路指導力のみとした。
〈考察〉
管理職が、教育活動を行う上で教員にもっとも求めている指導力は教科
指導力であり、同時に指導力に不満を感じているのも教科指導力である。
管理職として教員に指導力を求めるとき、日々の営みである授業をとおし
て、子ども一人一人が自ら考え、自ら行動できる主体性や心豊かにたくま
しく生き抜く力を身に付けさせることがもっとも重要であり、これらの要
素は生徒指導及び進路指導にも通じることだという考えがベースとなって
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －２７－
いると思われる。教科指導力に対する期待が大きければ大きいほど、要求
のレベルも上がり、満足度は低くなるものと考えられる。一方、保護者か
らの苦情で生徒指導や学級経営が高い割合を示しているのは、生徒指導上
の課題を抱えている学校や一部教員の指導力不足との関係があるものと考
えられる。ただ、教科指導や学級経営と比較して、生徒指導では保護者の
目に見える形となって現れるケースが多いため、苦情の内容が生徒指導に
集中することが予想されるものである。また、保護者からの学校に対する
苦情に関するアンケート結果では「特に無い」と１８％程度の学校が回答し
たことに、筆者としてはやや驚きを感じている。福岡県の県立学校が多く
の保護者から信頼を得ていることを物語っているのではと推察できる。
〈問１０〉 校内研修以外で教員の資質能力を高めるために何が必要だと思いますか
１ 職場の業務を通じて資質能力を高める手立て
（１） 現場での業務において上司や先輩からの指導やアドバイスによって必要な知
識や技能を身につけられる OJTの推進（２０）
（２） 他校訪問や企業訪問（インターンシップ）によって外部の価値観や考え方を
知る（１３）
（３） 日々の実践を積み重ね経験を積むとともに実績を得る（５）
（４） 教員自身が業務を通じて自らを高めようとする向上心、陶冶力（４）
（５） 組織の一員であるという自覚とともに自らの役割を理解する（２）
（６） 関係機関や地域、保護者との連携を図り外部情報を収集し協働の取組を推進
（２）
（７） 生徒の変化に柔軟に対応できる力を身につける
（８） 生徒を多面的に評価する視点を身につける
（９） 日頃の授業公開と合評会の実施
（１０） 他の教職員一人一人の取り組みを認めあう
（１１） 所属する学校の現状分析と問題意識の有無
（１２） 人間構築力の育成
（１３） 緊張感のある職場
２ 対外的な研修を通じて資質能力を高める手立て
（１） 県などの教育センターで開設される専門的講座を受講（３２）
（２） 他校や予備校等の優れた授業の参観（７）
（３） 自己啓発を行い自ら研修し学ぼうとする意欲（３）
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（４） 小・中・高での外部等講師を活用した実務研修の充実（２）
（５） 大学院や海外などの長期派遣研修への参加（２）
（６） 命令研修において各自が課題意識を持ち主体性を持って研修に臨む
（７） 課題を抱える教員への具体的な改善策の管理職に対する研修
３ 行政が教員に対する資質能力を高めるために支援できる手立て
（１） 自己研鑽及び各種研修を受講できる時間的、精神的なゆとり（２）
（２） 良い人材確保のための給与等の待遇改善（２）
（３） 校内研修及び校外研修との連動できるシステム
（４） 主体的に行動できる能力やコミュニケーション能力を高める研修の企画
４ 個人として資質能力を高める手立て
（１） ストレスマネジメント力を身につける
（２） 外郭団体等の役員経験をする
（３） 何事にも好奇心を持って活動する
（４） 特別支援学校教諭の免許状取得に挑戦する
（５） 自分の趣味や特技を活かし、オンオフを明確にして人間的な幅を広げる
６）校内研修以外で教員の資質能力を高めるために何が必要かについて
〈分析〉
この質問に対する回答については、記述された内容を上記のように１～
４の項目にまとめ、それぞれについて分析及び考察を試みている。
１「職場の業務を通じて資質能力を高める手立て」の項目では、「OJT
の推進」がもっとも多く、次いで「職場や職種が異なる環境で学ぶ」こと
が必要だとする回答となっており、この２つで大勢を占めている。２「対
外的な研修を通じて資質能力を高める手立て」の項目では、教員として必
要な専門的な知識が得られる「研修講座への参加」という回答がもっとも
多く、次いで「他校や予備校での授業参観」という回答が多かった。３「行
政が教員に対する資質能力を高めるために支援できる手立て」の項目では、
時間的なゆとりや待遇面での支援を求めている。４「個人として資質能力
を高める手立て」の項目では、日常的な体験をとおして資質能力を高める
とする回答が多かった。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －２９－
〈考察〉
教員が自らの資質能力を高めるためには、時間的、精神的、費用面など
を考慮すると、身近な職場が効率的だと考えることは当然だといえる。一
方で、教員としての責任感や使命感に裏打ちされた対外的な研修や専門的
な研修そしてインターシップへの参加など、より積極的な回答も得られた。
ただし、対外的な研修については、特別支援学校に勤務する教員は、休
日等などを活用し十分に資質能力を高めるための研修の時間は確保できる
と思われるが、高等学校では、特に部活動指導や課外授業を担当する教員
においては、対外的な研修の時間の確保は困難な状況も考えられるため、
部活動指導による対外的な活動や課外授業における教材研究等を通じて資
質能力を高める工夫が必要となる。
４．ま と め
このたび実施したアンケート結果を基に、学校現場で求められている実践
的指導力や教員としての資質能力を高めるための研修等について、以下のよ
うにまとめた。
（１） 学校現場でもっとも期待され、必要とされている実践的指導力は教科
指導である。
（２） 生徒指導力がもっとも必要とするのは、普通科系高等学校及び特別支
援学校と比較し実業系高等学校で求められているケースが多い。
（３） 学級経営力は特に特別支援学校で求められているケースが見受けら
れる。
（４） 教育活動上、もっとも教員に求められる資質能力は、問題解決力である。
（５） 学校現場で数多く研修を行っているのは、もっとも期待され、必要と
されている教科指導に関する研修である。
（６） 特別支援学校では児童生徒それぞれが抱える障がいに応じたきめ細か
な指導行うために、研修の内容及び回数ともに充実させている。
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（７） 保護者からの苦情は生徒指導に関することがもっとも多くなっている
が、一人一人の教員の教科指導力が高まり、授業内容を生徒が理解する
ことによって、生徒指導上の課題の多くは解消に向かうものである。
（８） 校内研修以外で資質能力を高める手立ては多種多様な方法が示された
が、すべての教員が十分に自己研鑽に励むことができる時間が確保でき
るよう、教育行政や学校長の配慮が求められる。
５．おわりに
筆者が県立高等学校に３３年間勤務した後、現在は日本経済大学で教職課程
を担当しており、経験を活かした指導を心がけている。また、教職課程を履
修する学生に対しては、教育現場の実情に応じた資料や情報を提供すること
によって、教員を目指そうとする意識を高めたいと考えている。また、本県
の県立学校における管理職の学校経営状況や教員の教育活動状況等の情報等
を提供することで、学校教育の充実に資することができればとの思いが
あった。
そこで、昨年１１月に管理職、教諭、生徒を対象とした学校経営、教育活動、
学校生活に関するアンケートの依頼を行うこととした。アンケートの内容が
多岐に渡るため、この論集には管理職に対して実施した学校経営に関するア
ンケートの一部である「教員の資質能力」の項目を論文としてまとめた。
アンケートの実施に当たっては、本県県立学校長が快く引き受けていただ
き、教職員及びクラス担任の方々にも大変ご迷惑をかけたものとお詫びと感
謝を申し上げたい。
今後は管理職の残り一部、教諭、生徒に行ったアンケートについても集約
を行い、その結果を論文としてまとめたいと考えている。
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －３１－
〈参考資料〉
管理職に対する学校経営に関するアンケート
学校経営に関するアンケート（管理職）
下記の問について、該当する項目一つ又は（複数回答可）は該当する項目に□を
してください。また、「学校概要」及び の欄、「□その他」への（ ）
には、必要な事項をご記入願います。
※回答者 □校長 □副校長又は総括教頭 □教頭
１ 学校概要
（１） 学校の種別及び課程、学科等
□全日制 □定時制 □全・定併設（ ）科 □特別支援学校
（２） 教職員の構成（再任用の教諭及び講師含む）
ア 教諭（男 人・女 人） イ 常勤講師（ ）人
ウ 非常勤講師（ ）人
（３） 教職員の年齢構成（全日制・特別支援学校のみ）
ア ２０歳代（ 人） イ ３０歳代（ 人） ウ ４０歳代（ 人）
エ ５０歳代（ 人） オ 再任用（ 人）
（４） 学級数（全日制のみ）
ア １年生（ ）学級 イ ２年生（ ）学級
ウ ３年生（ ）学級
２ 学校運営について
（１） 学校教育活動において現在もっとも力を注いでいることはなんですか
□規律ある授業形成 □個に応じたキャリア形成 □規律ある生活習慣形成
□生徒個々の道徳性形成 □自主的・主体的な行動形成
□その他（ ）
（２） 広報活動としての中学校訪問は行っていますか（複数回答可）
□管理職が１回 □管理職が複数 □教職員が１回 □教職員が複数
□行っていない
（３） 学校経営上の裁量権はありますか。（複数回答可）
□教職員の人事権 □教育課程編成 □休業日数 □土曜授業 □授業時数
□学校予算（一部含む） □学力検査問題（一部含む） □その他（ ）
（４） 学校運営を行う上で何か支障がありますか。（複数回答可）
□教員間の意思統一 □学級減による教育活動の停滞 □施設設備の老朽化
□家庭や地域とのトラブル □その他（ ） □特にない
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（５） 解決困難な生徒指導上の問題がありますか。
□よくある □たまにある □過去にある □ここ数年ない □ない
（６） いじめや不登校など生徒指導上の課題への全職員の共通理解は得られていま
すか。
□概ね得られている □学年間に違い □学級間に違い □職員間で違い
（７） 生徒心得の見直しは行っていますか。
□毎年見直している □２年見直していない □３年見直していない
□４年以上見直していない
（８） 教職員との面談は年に何回程度行っていますか。
□４回程度以上 □３回程度 □２回程度 □１回程度 □行っていない
（９） 学校間連携を行っていますか。（複数回答可）
□中学校 □大学・短大 □専門学校 □塾・予備校 □その他（ ）
□していない
（１０） 学校を運営するに当たってどのような方針（姿勢）で臨まれていますか。
３ 教職員の資質・能力について
（１） 教員の教科指導力に満足していますか。
□十分満足している □不満はない □やや不満である □かなり不満である
（２） 教員の進路指導力に満足していますか充分
□十分満足している □不満はない □やや不満である □かなり不満である
（３） 教員の生徒指導力に満足していますか
□十分満足している □不満はない □やや不満である □かなり不満である
（４） 教職員の資質・能力は十分備わっていると思いますか
□全体的に概ね備わっている □一部教職員は不足している
□全体的に不足している
（５） 教職員の資質・能力を向上のための研修でもっとも力を注いでいる内容は何
ですか
□教科指導 □生徒指導関係 □進路指導関係 □人権教育関係 □その他
（６） 教員の資質・能力を高める校内研修を年に何回程度行っていますか。
ア 教科指導関係（ ）回 イ 進路指導関係（ ）回
ウ 生徒指導関係（ ）回 エ 人権教育関係（ ）回
オ その他（ ）関係（ ）回・（ ）関係（ ）回
（７） 教員にもっとも必要な資質・能力は何だとお考えですか。
□問題解決能力 □人間関係調整能力 □コミュニケーション能力
□自己啓発能力 □情報処理能力 □その他（ ）
□よくわからない
管理職が求める教育実践力を中心とした教員の資質能力について －３３－
（８） 教員にもっとも期待する指導力は何ですか。
□教科指導力 □生徒指導力 □進路指導力 □学級経営力 □その他
（９） 保護者等から教員の指導に対するもっとも多い苦情は何ですか。
□教科指導 □生徒指導 □進路指導 □学級経営 □部活動指導
□その他 □特にない
（１０） 校内研修以外で教員の資質・能力を高めるために何が必要だと思いますか。
４ 管理職としてこれまでに喜びや辛い思いはありましたか。
〈喜びに思ったこと〉
〈辛い思いをしたこと〉
ご協力ありがとうございました。
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